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語文94(2010・ 6大阪大学国語国文学会)

幕
末
明
治
期
の
詠
物
詩

―
―
大
沼
枕
山

一
派
の
詩
風
を
め
ぐ

っ
て
―
―

は
じ
め
に

詠
物
詩
と
は
、
動
植
物
や
器
物
な
ど
の
物
を
取
り
上
げ
、
そ
の
描
出
に
意

を
用
い
る
詩
体
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は

『
楚
辞
』
「橘
頌
」
な
ど
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
六

朝
時
代
以
降
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
発
展
の
様
子
は
、
た
と
え
ば
、
『
御

定
侃
文
斎
詠
物
詩
選
』
な
ど
の
詠
物
の
詩
の
み
を
集
め
た
巨
大
な
詞
華
集
の

存
在
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

（
１
）

詠
物
詩
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
も
多
作
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
末
明
治
初

期
の
そ
れ
が
、
当
時
の
詩
壇
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
切
リ
ロ
と

な
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
大
沼
枕
山

（文
政
三
年

〈
一
八

一
八
〉
‐
明
治
二
四
年

〈
一
八
九

一
じ

や
植
村
蔵
洲

（天
保
二
年

〈
一
八
三
〇
〉
‐
明
治

一
八
年

〈
一
八
八
五
と

ら
の
詠
物
詩
制

作
の
状
況
を
検
討
し
、
ま
た
、
彼
ら
に
対
す
る
森
春
濤

（文
政
二
年

〈
一
八

一
九
〉

‐
明
治
三
二
年

〈
一
八
八
九
じ

や
枕
南

（文
久
三
年

〈
一
八
六

〈
口

山

林

太

郎

三
〉

‐
明
治
四
四
年

〈
一
九

一
一
し

た
ち
の
発
言
を
も
取
り
上
げ
、
こ
の

（
２
）

時
期
の
詩
壇
が
抱
え
て
い
た
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　
枕
山

一
派
の
詠
物
詩
制
作

ま
ず
枕
山
の
詠
物
詩
制
作
の
状
況
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
枕
山
の
詠
物
詩

制
作
は
、
若
年
期
に
集
中
し
て
い
る
。
天
保

一
一
年

（
一
八
四
〇
）
頃
、
枕

山
は
、
『房
山
集
』
に
続
く
自
身
の
第
二
詩
集
と
し
て
詠
物
詩

一
〇

一
首
を

集
め
た

『枕
山
詠
物
詩
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
頃
、

そ
れ
を
増
補
し
計

一
七
八
首
を
収
め
、
親
交
の
あ
っ
た
梅
痴
の
詠
物
詩

一
六

四
首
を
集
め
た

『梅
痴
詠
物
詩
』
と
と
も
に
合
刻
再
版
し
た
。

枕
山
の
別
集

『枕
山
詩
妙
初
編
』
（安
政
六
年

〈
一
八
五
九
〉
刊
）
に
は
、

日
立

っ
た
数
の
詠
物
詩
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
枕
山

一
派
に
お
け
る
詠

物
詩

へ
の
関
心
は
、
彼
の
高
弟
植
村
慮
洲
の
詩
集
か
ら
看
取
で
き
る
。
『薗

洲
詩
妙
』
（文
久
二
年

〈
一
八
六
二
〉
刊
）
に
は
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）

以
降
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
が
、
毎
年
数
首
ず
つ
、
七
律
の
詠
物
詩
が
収
録
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
嘉
永
四
年
作
成
の

「金
線
草
」
「臓
八
粥
」
な

ど
は
、
枕
山
の
主
催
す
る
詩
会
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
徒
。

安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
は
、
詠
物
詩
が
多
作
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
枕
山

に

「詠
物
詩
二
十
首
」
翁
枕
山
詩
妙
二
編
』
巻
中
、
文
久
元
年
刊
）
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
枕
山
の
門
人
及
び
周
辺
の
詩
人
の
作
品
を
収
め
た

『
同
人

集
三
編
』
（安
政
二
年
刊
）
は
、
梅
花
詠
ば
か
り
を
集
め
て
お
り
、　
一
種
の

詠
物
詩
集
と
言
え
る
。
枕
山
自
身
の
作
と
し
て
は

「梅
花
次
趙
団
北
韻
」

「
同
上
次
張
船
山
韻
」
な
ど
が
こ
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

明
治
期
に
入
る
と
、
産
洲
が
、
計

一
一
二
首
の
詠
物
詩
を
収
載
し
た

『萱

洲
詠
物
詩
』
（明
治

一
四
年

〈
一
八
八

一
〉
刊
）
を
刊
行
し
て
お
り
、　
一
派

の
な
か
で
継
続
的
に
詠
物
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

以
上
に
見
た
枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
制
作
は
、
菊
池
五
山
の
指
導
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
枕
山
は

「余
、
少
壮
の
と
き
、
五
山
菊
池
先
生
に
師
事
す
。
先

生
、
詠
物
を
以
て
宗
と
為
す
。
故
に
余
は
為
る
所
の
詠
物
七
律
二
百
余
首
、

既
に
刻
し
て
之
を
伝
ふ
」
「
産
洲
詠
物
詩
序
し

と
述
べ
、
産
洲
の
詠
物
詩

制
作
に
つ
い
て

「余
の
少
壮
に
倣
へ
る
者
な
り
」
（同
）
と
評
し
て
い
る
。

天
保

一
一
年
の
時
点
で
、
五
山
は
、
「余
、
人
を
し
て
詩
を
学
ば
し
む
る

に
、
率
ね
詠
物
を
以
て
課
題
と
為
す
。
会
は
月
に

一
次
、
殆
ど
且
に
三
紀

〔筆
者
注
　
一二
ハ
年
〕
に
な
ら
ん
と
す
」
翁
枕
山
詠
物
詩
序
し

と
述
べ
て
い

る
の
で
、
文
化
年
間
か
ら
、
門
下
に
詠
物
詩
を
課
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

Ｚつ
。五

山
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
は
、
『摂
東
七
家
詩
妙
』
（嘉
永
二
年
刊
）
な
ど

の
詞
華
集
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
期
以
降
、
江
戸
に
住
み
、

五
山
と
親
し
く
交
わ
っ
た
梁
川
星
巌
や
、
五
山
と
同
郷
で
江
戸
で
も
親
し
く

交
わ
っ
た
牧
野
黙
庵
に
は
、
「五
山
堂
課
題
」
と
注
記
さ
れ
た
詠
物
詩
が
多

数
あ
り
、
五
山
を
中
心
と
す
る
詠
物
詩
の
文
化
圏
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

（６
）

る
。
こ
う
し
た
五
山
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
、
枕
山
は
詠
物
詩

人
と
し
て
の
技
量
を
養

っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
詠
物
詩
は
、
幕
末
期
の
漢
詩
壇
全
体
で
見
た
場
合
、
広
い
支

持
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
幕
末
以
前
、
す
で
に
詠
物
詩
は
頼
山
陽
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
た
。
山
陽
は
、
璽
貝
詠
物
詩
選
後
」
翁
山
陽
先
生
書
後
題

跛
』
、
天
保
三
年

〈
一
八
三
二
〉
序
）
と

「
五
声
五
影
詩
」
Ｇ
山
陽
詩
妙
』

巻
六
、
天
保
四
年
刊
）
詞
書
の
二
篇
の
文
章
に
お
い
て
、
詠
物
詩
批
判
を

行
っ
て
い
る
。
山
陽
は
、
唐
代
の
詠
物
詩
と
元

。
謝
宗
可
や
明

・
浬
佑
ら
の

そ
れ
と
を
比
較
し
、
前
者
に
お
い
て
は
物
に
託
し
て
作
者
自
身
の
志
や
感
情

が
詠
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
技
巧
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
論
じ
、

あ
る
べ
き
詩
の
姿
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
詠
物

詩
の
表
現
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
難
じ
て
、
詠
物
詩
が
謎
か
け
の
よ
う
で
あ

り
、
題
を
隠
し
て
作
品
の
み
を
読
む
と
何
を
詠

っ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
同
じ
題
詠
で
あ
れ
ば
、
よ
り
自
由
に
詠
う

こ
と
の
で
き
る
詠
史
詩
を
推
す
と
論
を
進
め
て
い
る
。

と
く
に
詠
物
詩
が
難
解
で
あ
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
五
山
が
反
論

し
、
「題
を
蓋
ひ
、
之
を
読
み
て
其
の
何
の
詠
為
る
か
を
知
る
。
詠
物
の
妙
、

究
克
、
此
に
在
り
」
、
す
な
わ
ち
、
題
を
見
な
い
場
合
で
も
理
解
で
き
る
も

の
こ
そ
、
詠
物
の
上
乗
の
作
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

（『山
陽
詩
妙
』
巻

エハ
）。



枕
山
も
、
詠
物
詩
批
判
に
対
し
て

「世
の
庸
儒
、
詠
物
詩
を
作
る
者
を
認

め
て
、
以
て
小
家
数
と
為
す
、
是
れ
甚
し
き
謬
り
な
り
」
∩
慮
洲
詠
物
詩

序
し

と
述
べ
、
詠
物
詩
を
小
人
物
の
詩
と
す
る
見
方
を
否
定
し
て
い
る
。

た
だ
、
山
陽
が
標
榜
し
た
詠
史
詩
の
流
行
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
現
実
の

（
７
）

も
の
と
な

っ
て
お
り
、
五
山
は
、
山
陽
が
、
『
日
本
楽
府
』
（文
政

一
三
年

刊
）
な
ど
の
詠
史
詩
を
発
表
し
て
以
降
、
「而
る
に
吠
声
の
徒
、
掘
腕
激
昂
、

皆
な
味
史
を
以
て
自
ら
励
み
、
連
篇
累
贖
、
喧
賠
し
て
措
か
ず
」
翁
梅
痴
詠

物
詩
序
し
、
す
な
わ
ち
、
山
陽
を
模
倣
す
る
者
が
多
く
出
、
い
た
ず
ら
に
歴

史
上
の
事
件
や
人
物
を
論
難
す
る
と
歎
い
て
い
る
。

先
に
述
べ
た

『産
洲
詠
物
詩
』
刊
行
に
際
し
、
枕
山
は
、
「鳴
呼
、
俊
利

は
詠
史
満
眼
の
世
に
在
り
て
、
依
然
と
し
て
詠
物
詩
を
作
り
、
以
て
其
の
操

を
変
へ
ず
。
是
れ
余
の
最
も
賞
す
る
所
、
唯
だ
に
其
の
詩
の
み
な
ら
ず
、
以

て
其
の
人
を
知
る
べ
き
な
り
」
翁
慮
洲
詠
物
詩
序
し

と
、
詠
史
詩
が
流
行

す
る
な
か
で
詠
物
詩
集
を
刊
行
し
た
直
洲
の
人
柄
を
激
賞
し
て
お
り
、
当
時
、

詠
史
の
流
行
の
前
に
、
詠
物
詩
が
力
を
失

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

一
一　
枕
山
の
詠
物
詩
の
詩
風

詠
物
詩
の
評
価
軸
と
し
て
は
、
六
朝
時
代
の
賦
の
持

つ
遊
戯
性
や
寓
意
性

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
杜
甫

「孤
雁
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
詩
人
の
感
情
を

物
に
托
し
て
述
べ
る
抒
情
性
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

揖
斐
高
氏
は
、
中
国
の
よ
う
に
詩
に
政
治
的
要
素
が
入
る
余
地
が
な
か
っ

た
近
世
日
本
に
お
い
て
は
、
詠
物
詩
に
は

「物
を
客
観
的
に
写
生
し
な
が
ら
、

日
常
的
な
小
さ
な
世
界
の
身
辺
的
抒
情
を
托
す
」
と
い
う
性
質
が
強
く
表
れ

る
が
、
化
政
期
末
年
以
降
、
「詠
物
詩
集
が
作
例
書
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
ま

た
詠
物
詩
が
初
心
者
の
エ
チ
ュ
ー
ド
と
し
て
創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
側
」
と

述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
は
、
後
者
の
性
質
が
強
く

現
れ
た
作
品
群
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

詩
を
見
る
か
ぎ
り
、
枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
は
、
先
行
の
詩
句
を
参
照
し
つ

つ
製
作
さ
れ
て
い
る
。
次
に
見
る

「秋
蠅
」
と
い
う
詩
は
、
寒
さ
が
増
す
な

か
で
衰
え
る
蠅
に
つ
い
て
詠

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
行
の
詩
句
を
利
用
し

な
が
ら
詩
を
構
成
し
た
、
よ
い
例
で
あ
る
。

螢
管
猶
自
恋
杯
盤
　
営
営
と
し
て
　
猶
自
ほ
杯
盤
を
恋
ふ

豆
大
形
骸
漸
欲
残
　
一里
大
の
形
骸
　
漸
く
残
せ
ん
と
欲
す

栓
露
路
頭
電
不
去
　
露
を
診
ひ
て
点
頭
し
磨
へ
ど
も
去
ら
ず

向
陽
頓
脚
任
他
弾
　
陽
に
向
ひ
て
脚
を
頓
し
　
弾
か
る
ゝ
に
任
他
す

窓
間
鑽
紙
随
斜
陽
　
窓
間
　
紙
を
鑽
し
て
　
斜
陽
に
随
ひ

鑢
底
投
灰
避
晩
寒
　
鑢
底
　
灰
に
投
じ
て
晩
寒
を
避
く

霜
力

一
塞
無
幾
日
　
霜
力
　
一
塞
　
幾
ば
く
の
日
無
し

吟
詩
甘
受
佛
眉
端
　
詩
を
吟
じ
　
甘
じ
て
受
け
ん
　
眉
端
を
払
ふ
を

詩
は
、
あ
く
せ
く
食
べ
残
し
の
皿
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
た
蠅
が
、
だ
ん

だ
ん
力
を
失

っ
て
ゆ
く
様
を
描
き
出
す
。
そ
の
後
、
蠅
の
微
細
な
動
き
に
つ

い
て
、
う
な
ず
き
、
ま
た
脚
を
踏
み
な
ら
す
か
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
、
さ

ら
に
、
蠅
の
様
子
に
関
し
て
、
夕
陽
の
差
す
紙
窓
を
通
り
抜
け
た
か
と
思
え

ば
、
炉
に
た
ま
る
灰
で
暖
を
取
る
と
詠

っ
て
い
る
。
最
後
に
、
詩
を
吟
じ
る

間
に
蠅
が
視
界
に
入
っ
て
く
る
が
、
寒
波
が
来
て
一^
掃
さ
れ
る
日
も
近
い
の



だ
か
ら
、
あ
え
て
追
い
や
る
こ
と
は
す
ま
い
と
結
ん
で
い
る
。

蠅

の
生
態
を
詠

っ
て
い
る
が
、
そ
の
描
写
の
か
な
り
の
部
分
は
宋
詩

に

負

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
句
の
、
蠅
を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
詠
う
箇
所
は
、
「磨
之
不
去
蝿
登
盤

（之
を
電

へ
ど
も
去
ら
ず
　
蝿
　
盤

に
登
る
）
（宋

・
疱
成
大

「
殊
不
悪
斎
秋
晩
閑
吟
五
絶

（第
二
首
と

承
句
）

を
、
第
五
句
の
、
夕
日
の
な
か
を
蠅
が
紙
窓
を
う
が

つ
と
述
べ
た
部
分
は
、

「宙
間
但
見
蝿
鑽
紙

（窓
間
　
但
だ
蠅

の
紙
を
鑽
す
る
を
見
る
こ

（蘇
戟

「戯
贈
虔
州
慈
雲
寺
鑑
老
」
第
二
句
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『枕
山
詠
物
詩
』
冒
頭
に
配
さ
れ
た

「
元
日
牡
丹
」
の
詩
は
、
題

の
レ
ベ
ル
で
先
行
作
を
参
照
し
た
例
と
言
え
よ
う
。

酢
面
霞
蒸
楊
太
員
　
酔
面
　
一限
蒸
す
　
楊
太
真

錦
帷
捲
蓋
艶
粧
新
　
錦
帷
　
捲
き
尽
し
て
　
艶
粧
　
新
た
な
り

何
固
富
貴
無
雙
色
　
何
ぞ
図
ら
ん
　
一口臼貴
　
無
双
の
色

恰
値
陽
和
第

一
辰
　
恰
か
も
陽
和
　
第

一
の
辰
に
値
は
ん
と
は

徐
紫
籠
煙
金
屋
暁
　
徐
紫
　
煙
に
篭
む
　
金
屋
の
暁

魏
紅
映
日
玉
棲
春
　
魏
紅
　
日
に
映
ず
　
玉
楼
の
春

高
情
不
許
蝶
蜂
押
　
一局
情
　
許
さ
ず
　
蝶
蜂
の
押
る
ゝ
を

只
興
梅
妃
相
封
親
　
只
だ
　
梅
妃
と
相
ひ
対
し
て
親
じ
む

詩
は
、
元
旦
に
花
咲
く
牡
丹
は
、
酔

っ
て
上
気
し
た
楊
貴
妃
の
よ
う
で
あ

り
、
錦
の
帳
を
掲
げ
、
あ
で
や
か
な
装
い
を
凝
ら
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
富
貴
の
花
で
あ
る
牡
丹
に
、
正
月
に
出
会
う
こ
と
の
驚
き
を
表
明
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
徐
紫
や
魏
紅
と
い
っ
た
牡
丹
が
、
も
や
に
つ
つ
ま
れ
た

豪
奢
な
屋
敷
や
、
曙
光
の
さ
す
高
殿
で
咲
い
て
い
る
様
を
描
写
し
、
結
び
に
、

気
高
い
牡
丹
は
、
蜂
や
蝶
が
そ
ば
を
飛
ぶ
こ
と
を
許
さ
ず
、
た
だ
、
梅
妃
、

す
な
わ
ち
、
や
は
り
新
春

一
番
に
咲
く
梅
の
花
と
親
し
く
す
る
の
み
で
あ
る

と
詠

っ
て
い
る
。

詩

の
詞
書
に
は
、
「酔
楊
妃
、
煙
篭
紫
、
映
日
紅
、
玉
楼
春
は
、
皆
な
牡

丹
の
名
品
に
し
て
牡
丹
譜
に
出
づ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
頷
聯
に
牡
丹
の
花

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
梅
妃
と
は
玄
宗
皇
帝
の
妃
、
江
采
頻
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
牡
丹
を
楊
貴
妃
に
た
と
え
て
い
る
こ
と
と
対
応
関

係
に
あ
る
。

こ
の
詩
は
発
想
を
先
行
の
作
品
に
負

っ
て
い
る
。
牡
丹
に
は
、
寒
牡
丹
な

ど
冬
に
咲
く
品
種
が
あ
り
、
詩
に
も

「
冬
日
牡
丹
」
と
い
っ
た
題
が
あ
る
が
、

元
日
に
花
開
く
牡
丹
と
い
う
の
は
、
特
殊
な
設
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清

・

衰
枚

「
元
日
牡
丹
」
「
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
二
六
）
と
い
う
作
品
に
流
行
の

起
源
が
あ
る
。
蓑
枚
の
詩
と
の
具
体
的
な
類
似
の
箇
所
を
指
摘
す
る
と
、
た

と
え
ば
、
尾
聯
は
、
「
想
興
梅
妃
争
早
起
／
厳
牧
同
封
雪
飛
時

（梅
妃
と
早

起
を
争
は
ん
と
想
ひ
て
／
厳
牧
し
て
同
に
対
す
　
雪
の
飛
ぶ
時
と

と
い
う

衰
枚
の
詩
句

（第
二
首
、
転
結
句
）
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
枕
山
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
の
志
向
を
象
徴
す
る
の
が
、
南
宋

の
詩
人
楊
誠
斎
の
詠
物
詩
に
対
す
る
高
い
評
価
で
あ
る
。
枕
山
は
、
七
言
律

詩
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
杜
甫
や
白
居
易
に
は
じ
ま
り
、
蘇
東
披
や
楊
誠
斎
に

お
い
て
盛
ん
に
な

っ
た
と
述
べ
、
と
く
に
楊
誠
斎
に
つ
い
て
は

「
余
、
誠
斎

を
以
て
古
今
第

一
と
為
す
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
錢
謙

益
や
査
初
白
、
衰
枚
や
趙
翼
な
ど
の
清
代
の
詩
人
が
好
ん
で
詠
物
詩
を
作

っ

て
い
る
の
も

「皆
な
東
城
、
誠
斎
を
学
ぶ
者
な
り
」
、
す
な
わ
ち
、
宋
代
詩



人
に
習

っ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
詠
物
詩
人
の
系
譜
に
、
技
巧
に

長
け
た
謝
宗
可
、
窪
佑
を
入
れ
て
い
な
い
点
に
、
枕
山
の
考
え
方
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

も

っ
と
も
、
以
上
に
見
た
枕
山
の
詠
物
詩
の
特
徴
に
は
、
や
は
り
、
五
山

の
影
響
が
看
取
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
見
た

「
元
日
牡
丹
」
に
つ
い
て

は
、
五
山
に

「
元
日
牡
丹
倣
衰
倉
山
」
「
天
保
二
十
三
家
絶
句
』
巻
上
、
天

保
九
年

〈
一
八
三
八
〉
刊
）
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
こ
れ
に
梁
川
星
巖
が
次

韻

（「
和
池
無
絃
元
日
牡
丹
戯
倣
其
体
三
首
」
『
星
巌
丁
集
』
巻
二
、
天
保

一

二
年
刊
）
、
さ
ら
に
黙
庵
に
も
同
題
の
作
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
作
も
、
牡
丹

が
、
花
の
王
、
あ
る
い
は
富
貴
の
花
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
元

旦
の
宮
廷
の
様
子
を
詠

っ
て
い
る
。

ま
た
、
楊
誠
斎
に
つ
い
て
も
、
五
山
は

「暢
斎
の
詠
物
、
頗
る
清
整
な
る

も
の
多
し

（略
）
余
、
商
権
す
る
に
以
て
廷
秀

〔筆
者
注
　
楊
誠
斎
の
字
〕

の
下
、
宗
可
の
上
と
為
す
」
「
五
山
堂
詩
話
補
遺
』
巻
二
、
文
政
五
年

〈
一

八
三
二
〉
年
頃
刊
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
時
代
の
暢
斎
と
い
う
詩
人
の
作
を

引
き

つ
つ
、
そ
れ
が
廷
秀
、
す
な
わ
ち
楊
誠
斎
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
（詠

物
で
名
を
成
し
た
元
の
謝
宗
可
よ
り
は
上
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

詠
物
詩
人
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

〓
一　
森
春
濤

・
椀
南
ら
の
詠
物
詩
に
対
す
る
言
及

筆
者
が
、
枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
に
関
心
を
持

つ
の
は
、
そ
れ
が
枕
山
と
森

春
濤

・
椀
南

一
派
と
の
関
係
を
捉
え
直
す
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

幕
末

・
明
治
期
の
江
戸

。
東
京
詩
壇
は
、
弘
化
期
以
降
、
枕
山
が

一
時
代

を
築
く
が
、
明
治
七
年
よ
り
後
は
、
新
た
に
上
京
し
た
春
濤
が
勢
力
を
伸
張

す
る
こ
と
と
な
る
。
枕
山
が
、
明
治
政
府
の
役
人
た
ち
を
諷
刺
す
る
漢
詩
を

制
作
し
た
こ
と

（『
東
京
詞
し
、
さ
ら
に
春
濤
が
自
身
の
詩
社
に
多
数
の
新

政
府
の
官
僚
文
人
を
抱
え
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
両
者
は
、
通
常
、
守
旧
と

進
取
、
反
維
新
政
府
と
親
維
新
政
府
な
ど
の
二
項
対
立
の
構
図
で
描
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
春
濤
、
椀
南
と
も
に
枕
山
の
詠
物
詩
に
言
及
し
て

お
り
、
両
派
の
関
係
を
再
考
察
す
る
材
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

春
濤
は
、
五
山
や
枕
山
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
、
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
陽
と
五
山
と
の
間
に
は
、
詠
物
詩
の
あ
り
方
を

め
ぐ

っ
て
応
酬
が
あ

っ
た
。
こ
の
や
り
と
り
を
引
用
し
な
が
ら
、
春
濤
は

「
千
載
の
下
、
二
家
の
長
ず
る
所
、
以
て
見
る
べ
き
な
り
」
と
述
べ
、
山
陽

の
詠
史
詩
、
五
山
の
詠
物
詩
、
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
の
個
性
に
合

っ
て

お
り
、
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
自
身
の
詩
派
は
、

題
画
詩
な
ど
両
者
と
は
異
な
る
詩
風
を
目
指
す
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
春

濤
の
門
人
岩
渓
裳
川
は
、
東
京
時
代
の
春
濤
が
山
陽
の
詠
史
詩
と
枕
山

。
梅

痴
の
詠
物
詩
を
比
較
し
な
が
ら
、
山
陽
を
賞
賛
す
る
か
た
わ
ら
、
「
又
梅
痴

枕
山
の
詠
物
も
亦
た
然
り
。
其
の
妙
悟
の
所
は
両
家
の
孤
詣
に
属
し
、
後
人

之
を
学
ぶ
も
西
施

の
観
み
に
倣
ふ
の
み
」
翁
詩
話
感
恩
珠
」
『
作
詩
作
文
之

友
』

一
号
、
明
治
三

一
年

〈
一
八
九
八
〉

一
一
月
）
と
発
言
し
た
と
回
想
し

て
い
る
。

一
方
、
明
治

一
〇
年
代
の
春
濤
門
下
に
台
頭
し
た
若
手
漢
詩
人
た
ち
は
、

詠
物
詩
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
椀
南
は
、
詠
物
詩
に
つ
い



て

「
胸
に
寄
託
な
く
筆
に
遠
情
な
し
。
詩
に
於
て
尤
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の

一
唱
三
歎
の
致
果
し
て
何
く
に
か
在
る
や
。
則
は
ち
挑
巧
を
曲
尽
す
と
雖
も

直
ち
に
是
れ
児
童
が
唖
謎
の
み
」
（森
椀
南

「徳
川
時
代
の
詩
学
」
『
国
民
之

友
』

一
七

一
号
、
明
治
二
五
年

〈
一
八
九
六
〉

一
一
月
二
日
）
と
述
べ
、
情

感
の
表
出
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
詠
物
詩
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

椀
南
は
、
「近
世
、
熙
熙
堂
主
人

〔筆
者
注
　
枕
山
の
別
号
〕
、
盛
ん
に
詠
物

を
唱

へ
、
其
の
末
流
植
村
薦
洲
等
が

一
派
に
至

つ
て
風
愈
々
斯
に
下
り
、
浩

浩
た
る
小
言
を
以
て
工
を
舷
ひ
奇
を
誇
る

（下
略
こ

と
枕
山

一
派
の
詠
物

詩
に
つ
い
て
否
定
的
に
言
及
し
て
い
る
。

詠
物
詩
批
判
は
中
国
の
詩
論
の
世
界
に
お
い
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、

椀
南
が
そ
う
し
た
批
判
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
、
「彼
胸
無
寄
託
、

筆
無
遠
情
。
如
謝
宗
可
、
窪
佑
之
流
、
直
猜
謎
語
耳

（彼
れ
、
胸
に
寄
託
無

く
、
筆
に
遠
情
無
し
。
謝
宗
可
、
窪
佑
の
流
の
如
き
は
、
直
だ
猜
謎
語
な
る

の
み
と

（『
説
詩
眸
語
）

と
い
う
清

・
沈
徳
潜
の
詠
物
詩
批
判
の
言
葉
が
、

椀
南
の
批
評
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
椀
南
は
、
自
身
の
蔵
書
に
書
入
れ
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

は
詠
物
詩
批
判
を
内
容
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
清
代
威

豊

。
同
治
期
の
詩
人
方
藩
願
の

「灯
花
」
（
二
知
軒
詩
妙
』
巻

一
）
の

「
不

蔓
應
縁
錬
火
成

（蔓
な
ら
ざ
れ
ど
縁
に
応
り
て
錬
火
成
る
こ

と
い
う
詩
句

に
対
し
て
批
点
を
付
し
、
「詠
物
家
の
口
気
に
し
て
厭
ふ
べ
き
は
、
此
の
種
、

即
ち
是
な
り
」
と
評
を
書
き
加
え
て
い
る
。
「灯
花
」
と
は
灯
心
に
で
き
る

花
状
の
物
体
で
あ
り
、
椀
南
は
、
そ
れ
を
、
蔓
や
実
に
見
立
て
る
こ
と
を
作

為
的
で
あ
る
と
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
雪
を
自
米
に
喩
え
て
詠

っ
た

「
雪

米
」
（元

・
薩
都
刺
撰

『
雁
門
集
』
巻

一
〇
）
に
対
し
て
も

「
思
は
巧
に
し

て
語
は
繊
、
偶
然
済
戯
の
作
に
し
て
存
録
す
る
に
足
ら
ず
」
と
評
を
付
し
て

い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
形
態
や
色
彩
的
な
類
似
か
ら
全
く
異
な
る
事
物
を

比
喩
の
対
象
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
枕
山
た
ち
の
詩
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
以
上
に
見
た
椀
南
の
批
判
を
、
枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
に
当
て
は

め
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
春
濤
門
下
の
若
手
詩
人
で
あ

っ
た
永
坂
石
壕
は
、
師
の
春
濤

の
詩
に
対
し
て

「
妙
は
首
尾
貫
徹
、
眉
目
整
然
た
る
に
在
り
。
絶
て
味
物
家

の
口
気
無
し
」
（森
春
濤

「
梅
影
畳
韻
八
首
」
に
対
す
る
評
、
『新
文
詩
』
九

二
集
、
明
治

一
六
年
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
詠
物
詩
を
得
意
と
す
る
詩
人

は
、
字
句
に
意
を
用
い
る
あ
ま
り
、
詩
の
流
れ
が
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

春
濤
の
詠
物
詩
に
は
そ
の
よ
う
な
停
滞
が
見
ら
れ
な
い
と
賞
賛
し
て
い
る
の

だ
が
、
こ
れ
も
枕
山

一
派
の
詠
物
詩
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
な
か

っ
た

か
。
こ
の
よ
う
に
、
枕
山

一
派
と
春
濤

。
椀
南
と
の
対
立
は
、
詠
物
詩
を
め

ぐ
る
志
向
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
　
植
村
菫
洲
の
詠
物
詩
の
詩
風

枕
山
は
詠
物
詩
を
肯
定
し
、
春
濤

一
派
、
と
く
に
椀
南
た
ち
は
そ
れ
に
批

判
的
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
、
枕
山
の
高
弟
慮
洲
の

詠
物
詩
は
、
幕
末
期
の
枕
山
の
そ
れ
と
は
や
や
異
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

産
洲
ｐ
詠
物
詩
に
は
、
い
く

つ
か
の
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
は
、
日

本
の
地
名
や
風
物
を
積
極
的
に
詩
句
に
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と



え
ば
、
『薗
洲
詠
物
詩
』
に
は

「新
芳
原
畔
回
陽
庭
／
雲
鷲
祠
前
設
祭
初

（新
芳
原
畔
　
回
陽
の
処
／
霊
鷲
祠
前
　
祭
を
設
く
る
の
初
と

（「芋
魁
」
頷

聯
）
な
ど
、
日
本
の
固
有
名
詞
を
詠
み
込
ん
だ
詩
句
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
「水
醜
羅
萄
」
翁
慮
洲
詠
物
詩
し
、
す
な
わ
ち
、
大
根
の
浅
漬
け

を
詠
っ
た
詩
も
あ
る
。

拠
郷
憚
厨
奮
漬
方

禅
厨
の
旧
漬
方
を
拠
榔
じ

晶
堕
和
麹
試
新
嘗

晶
塩
　
麹
に
和
し
て
　
新
嘗
を
試
む

一
枚
寧
混
茄
珠
紫

一
枚
　
寧
ぞ
混
へ
ん
　
茄
珠
の
紫

半
粘
働
除
枇
屑
黄

半
点
　
働
ほ
除
く
　
粒
屑
の
黄

葱
玉
軽
軽
裁
雪
薄

葱
玉
　
軽
軽
と
し
て
　
雪
を
裁
つ
が
ご
と
く
薄
く

瓢
犀
響
冷
砕
氷
香

瓢
犀
　
響
は
冷
か
に
し
て
　
氷
を
砕
く
が
ご
と
く

香
し

充
他
丑
旦
風
流
贈

充
他
す
　
丑
旦
　
風
流
の
贈

例
報
開
冬
演
劇
場

例
報
す
　
開
冬
の
演
劇
場

詩
は
、
浅
漬
け
が
、
沢
庵
漬
け
な
ど
の
禅
寺
に
由
来
す
る
旧
来
の
漬
物
の

作
り
方
と
は
別
に
、
塩
と
麹
で
新
た
な
味
を
生
み
出
す
と
詠
い
、
茄
子
の
紫

や
し
い
な
の
黄
と
対
照
し
つ
つ
、
浅
漬
け
大
根
の
自
さ
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
浅
漬
け
は
、
雪
を
裁
断
し
た
よ
う
に
薄
く
、
歯
で
噛
む
と

氷
が
割
れ
た
よ
う
な
音
が
す
る
こ
と
を
述
べ
、
最
後
に
、
大
根
が
出
回
る
の

は
ち
ょ
う
ど
顔
見
世
狂
言
が
開
か
れ
る
初
冬
で
あ
る
か
ら
、
き
っ
と
役
者
の

風
雅
な
贈
り
物
に
も
用
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
言
う
。

こ
の
詩
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
浅
漬
け
に
関
す
る
説
明
や
生
活
知

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『枕
山
詠
物
詩
』
に
も
、
「福
寿
草
」
や

「
桜
草
」
な
ど
、
日
本
の
風
物
を
詠

っ
た
作
品
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国

関
係
の
故
事
な
ど
も
交
え
な
が
ら
詠

っ
て
い
る
。
萱
洲
の
作
品
で
は
、
故
事

や
情
況
描
写
が
、
す
べ
て
日
本
の
事
物
と
な

っ
て
い
る
。

も
う

一
つ
、
詠
詩
対
象
の
風
情
や
姿
態
か
ら
離
れ
た
言
述
が
多
い
こ
と
も
、

蔵
洲
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
産
洲
は
、
「
帰
燕
」
と
い
う
題

の

詩
を
作

っ
て
い
る
が
、
尾
聯
に
お
い
て
燕
に
関
す
る
言
葉
を
媒
介
と
し
て
自

己
の
心
情
に
説
き
及
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る

（『董
洲
詩
妙
』
巻
中
）。
す
な

わ
ち
、
「
果
然
浮
世
危
於
幕
／
愧
我
匡
匡
事
未
拠

（果
然
　
浮
世
　
幕
よ
り

も
危
し
／
愧
づ
　
我
れ
区
区
と
し
て
　
事
　
未
だ
拠
た
ざ
る
を
と

と
い
う

詩
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
九
年
の

「猶
ほ
燕
の

幕
上
に
巣
ふ
が
ご
と
し
」
と
い
う
文
句
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
燕
が
幕
の
上
に
巣
を
作
る
こ
と
か
ら
、
危
う
い
位
置
に
い
る
こ
と
を

意
味
す
る

「燕
幕
」
と
い
う
成
語
を
踏
ま
え
、
そ
の
幕
上
の
巣
よ
り
も
危
険

な
俗
世
間
を
自
身
が
捨
て
ら
れ
な
い
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

こ
の
詩
句
は
、
燕
と
関
連
す
る
語
句
の
意
味
に
よ

っ
て
つ
な
が

っ
て
は
い

る
も
の
の
、
燕
自
体
が
持

つ
、
あ
る
い
は
、
中
国
詩
の
伝
統
の
な
か
で
燕
が

持

つ
情
緒
を
詠

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
枕
山
に
は
、
同
じ

「
帰
燕
」
「
枕

山
詩
妙
三
編
』
巻
下
、
慶
応
三
年

〈
一
八
六
七
〉
刊
）
と
い
う
題
の
詩
が
存

在
し
、
枕
山

一
派
に
は
、
さ
ら
に

「来
燕
」
「
枕
山
詠
物
詩
し

や

「新
燕
」

翁
梅
痴
詠
物
詩
り

と
い
っ
た
作
品
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

「燕
幕
」

の
故
事
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
「
啄
木
鳥
」
翁
慮
洲
詠
物
詩
し

尾
聯
に
は

「漸
愧
書
生
難
佛

重
／
毛
錐
柾
自
事
離
轟

（漸
愧
す
　
書
生
　
一国
を
払
ひ
難
き
を
／
毛
錐
　
柾



自
し
く
離
虫
を
事
と
す
と

と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
類
似
の
例
と

一言
え
る
。
啄
木
鳥
が
虫
を
つ
つ
く
こ
と
を
、
自
身
が

「離
虫
」、
す
な
わ
ち

詩
文
を
業
と
す
る
こ
と
に
重
ね
て
い
る
。

い
わ
ば
、
董
洲
の
詠
物
詩
に
お
い
て
は
、
詠
詩
内
容
の
卑
俗
化
、
あ
る
い

は
、
詠
詩
対
象
か
ら
の
乖
離
が
起
こ
っ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
挽

南
は
、
詩
を
感
情
の
表
出
と
見
る
立
場
か
ら
、
技
巧
や
表
現
に
重
点
を
置
く

詠
物
詩
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
「植
村
董
洲
等
が

一
派
に
至
つ

て
風
愈
々
斯
に
下
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
椀
南
の
批
判
は
、
こ
う
し
た
慮
洲

に
お
い
て
枕
山

一
派
の
詩
が
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
を
も
意
識
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
論
旨
を
整
理
す
る
。
幕
末
江
戸
詩
壇
に
お
い
て
力
を
持
っ
た
枕
山

一
派
は
、
物
の
描
写
や
表
現
に
力
を
置
く
詠
物
詩
を
多
作
し
、
ま
た
肯
定
的

に
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
菊
池
五
山
の
詠
物
詩
を
重
視
す
る
姿
勢
を
受
け

継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

春
濤
は
、
こ
の
枕
山
た
ち
の
詠
物
を
そ
の
最
も
優
れ
た
特
徴
と
考
え
、
彼

ら
と
異
な
る
方
向
を
追
求
し
、
椀
南
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
詠
物
批
判
の
立

場
に
立
ち
、
枕
山

・
産
洲
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
（詠
物
詩
の
あ
り
よ

う
か
ら
、
枕
山

一
派
の
詩
風
の
変
遷
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
る
。

枕
山
た
ち
の
詠
物
詩
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
言
説
は
、
幕
末
明
治
期
の
詩

壇
の
動
向
を
見
る
う
え
で
鍵
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
重
要
性

を
持
つ
と
考
え
る
。

狂̈（１
）

本
稿
で
は
、
幕
末
期
を
、
天
保
末
期
以
降
、
慶
応
二
年
ま
で
と
想
定
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
文
化
文
政
期
の
詠
物
詩
の
作
品
や
議
論

に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
も
あ
る
。

（２
）

停
雲
会
編

「詠
物
詩
集

一
覧
」
∩
玩
鴎
先
生
詠
物
百
首
注
解
』
太
平
書
屋
、

一
九
九

一
）
を
参
照
し
た
。

（３
）

書
名

（内
題
）
は

『詠
物
詩
』
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
『枕
山
詠
物
詩
』

で
統

一
す
る
。

（４
）

『雪
江
先
生
貼
雑
』
（国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、　
一
九
九
七

‐
八
年
）
に

掲
載
さ
れ
た

「嘉
永
四
年
大
沼
枕
山
月
例
詩
会
課
題
」
に
よ
る
。

（５
）

『同
人
集
』
に
つ
い
て
は
、
鷲
原
知
良

「大
沼
枕
山
選
評

『同
人
集
』
に

つ
い
て
」
「
和
漢
比
較
文
学
』

一
六
号
、　
一
九
九
六
年
二
月
）
を
参
照
し
た
。

（６
）

「月
露
　
五
山
堂
課
題
」
翁
星
巌
丁
集
』
巻
四
、
天
保
八
年
の
作
）、
「月

色
虫
声
」
（
星
巌
丁
集
』
巻
五
、
天
保
九
年
の
作
）、
大
沼
枕
山

「新
裁
釣

竿
　
五
山
堂
課
題
」
「
枕
山
詩
妙
初
編
』
、
弘
化
四
年
の
作
）
な
ど
。
な
お
、

黙
庵
に
つ
い
て
は
、
濱
久
雄

『牧
野
黙
庵
の
詩
と
生
涯

‐
江
戸
漢
詩
性
霊
派

の
後
勁
』
（明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
を
参
照
し
た
。

（７
）

揖
斐
高

「詠
物
詩
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」
翁
井
浦
芳
信
博
士
華
甲
記
念
論

文
集
芸
能
と
文
学
』
、　
一
九
七
七
年
）。

（８
）

た
だ
、
枕
山
は
、
詠
物
詩
を
擁
護
す
る

一
方
で
、
詠
史
詩
も
多
く
制
作
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『文
久
二
十
六
家
絶
句
』
（文
久
二
年
刊
）
の

「読
史

雑
述
」
な
ど
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
詞
華
集
に
多
く
の
詠
史
詩
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
枕
山
の
詠
史
詩
制
作
と
詠
物
詩
愛
好
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

（９
）

揖
斐
高

「詠
物
の
詩
」
（中
村
幸
彦
編

『近
世
の
漢
詩
』
汲
古
書
院
、　
一

九
八
六
年
、
後
、
『江
戸
詩
歌
論
』
、
汲
古
書
院
、　
一
九
九
八
年
所
収
）。

（１０
）

注
７
に
同
じ
。

（Ｈ
）

前
田
愛

「枕
山
と
春
濤
―
明
治
初
年
の
漢
詩
壇
―
」
「
幕
末

・
維
新
期
の



文
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
七
二
年
）
は
、
枕
山
と
春
濤
の
二
項
対
立

の
図
式
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
。
鷲
原
知
良

「明
治
期
の
大
沼
枕
山
に

つ
い
て
―

『明
治
名
家
詩
選
』
を
中
心
に
」
「
国
文
学
―
解
釈
と
鑑
賞
』
七

三
巻

一
〇
号
、
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
）
に
こ
う
し
た
研
究
の
問
題
点
に
つ
い

て
の
指
摘
が
あ
る
。

（‐２
）

椀
南
の
蔵
書
は
、
現
在
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
椀
南
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
。

本
論
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
「
一知
軒
詩
妙
』
（請
求
記
号
∪
ふ
覇̈
じ
、
『雁

門
集
』
（同
国
ふ
８̈
け

で
あ
る
。

（‐３
）

も
つ
と
も
、
こ
う
し
た
方
向
性
の
違
い
に
は
、
枕
山
晩
年
の
詩
風
の
変
化

が
影
響
を
与
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
春
濤
は
、
「植
村
芦
洲
の
如
く
、

〔筆
者
注
　
枕
山
の
〕
学
ぶ
べ
か
ら
ぎ
る
所
を
学
び
し
も
の
多
き
は
嘆
ず
べ

き
こ
と
な
り
」
と
述
べ
、
枕
山
の
欠
点
を
受
け
継
い
で
し
ま
っ
た
と
論
じ
て

い
る

翁
詩
話
感
恩
珠
」
『作
詩
作
文
之
友
』
八
号
、
明
治
三

一
年

一
一
月
）。

付
記引

用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
文
に
つ
い
て
は
訓
読
の
み
を
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
本

文
と
訓
読
の
両
方
を
掲
げ
た
が
、　
一
部
例
外
も
あ
る
。
な
お
、
訓
読
に
あ
た
っ
て

は
、
適
宜
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
ま
し
た
東
京
大

学
附
属
図
書
館
、
ま
た
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
堀
川
貴
司
氏
、
停
雲
会
の
先
生

方
、
及
び

『枕
山
詠
物
詩
』
を
輪
読
し
た
大
阪
大
学
二
〇
〇
九
年
度
演
習
参
加
者

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（ご
う
や
ま

・
り
ん
た
ろ
う
　
本
学
大
学
院
講
師
）


